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学
校
給
食
展（
2
月
4
日
）に
参
加
し
て

展示会場の船橋市民文化ホール内の様子

小暮剛氏にお話を
伺いました

　
船
橋
市
で
は
、
各
学
校
に
給
食

室
が
設
置
さ
れ
、
小
・
中
、
特
別

支
援
学
校
に
各
１
名
栄
養
教
諭
ま

た
は
学
校
栄
養
職
員
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の

実
態
に
合
わ
せ
て
、
旬
の
食
材
を

使
用
し
た
献
立
や
行
事
食
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
地
元
の
食
材
を

多
く
使
用
す
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。
食
材
は
厳
選
し
た
も
の

を
使
用
し
、コ
ロ
ッ
ケ・ハ
ン
バ
ー

グ
な
ど
も
す
べ
て
手
作
り
で
す
。

ま
た
、だ
し
も
昆
布
や
か
つ
お
節
、

煮
干
し
か
ら
と
り
、
そ
の
上
で
適

温
で
児
童
・
生
徒
に
配
食
で
き
る

よ
う
管
理
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
講
演
会
で
は
、
地
元
出
身
の
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
ソ
ム
リ
エ
・
料
理

研
究
家
・
出
張
料
理
人
の
小こ

暮ぐ
れ　

剛つ
よ
し

氏
か
ら
、「
心
身
共
に
健
や

か
に
！
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

た
い
食
の
大
事
な
こ
と
」
に
つ
い

て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
工
業
製
品
化
し
て
い
る
命
の

な
い
食
べ
物
、
飲
み
物
」
が
世
の

中
に
氾
濫
し
、
そ
れ
を
本
物
と

思
っ
て
口
に
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
現
状
に
「
命
あ
る
も
の
を
い

た
だ
き
、
命
を
つ
な
い
で
き
た
食

の
大
切
さ
を
」
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
事
で
し
た
。
村
で
も
学
校

給
食
を
セ
ン
タ
ー
方
式
に
し
よ
う

と
す
る
案
が
出
て
い
ま
す
が
、
児

童
・
生
徒
が
減
少
す
る
中
で
、
長

生
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
食
を
通
じ
て
何
を
残
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
か
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議会定例会１月会議（2018年1月9日）議案審議報告
議案番号 議　案　内　容

議案第１号 課設置条例の一部改正により「建設課」を「まちづくり課」とする

議案第２号 職員の定数条例の一部変更により、村長の事務部局の職員を125人を129人に、教育委
員会の職員を20人から16人に改正する

議会定例会２月会議（2018年2月6日）議案審議報告
議案番号 議　案　内　容

議案第３号
平成29年の給与改正に伴い、一般職の支給割合が改正されたため、特別職の平成29年
12月期の期末手当の支給割合の引き上げ、平成30年以降の6月期、12月期の支給配分
を変更する条例改正

議案第４号 平成29年人事院勧告及び千葉県人事委員会勧告を踏まえ、給料表の改定及び、議案第3
号の下線部を変更する条例改正

発議案第１号 特別職の期末手当の支給率が改正されることに伴い、議長、副議長、議員の期末手当の支給率をどう

議案第５号 平成29年度一般会計補正予算（給与改正に伴う人件費、ふるさと応援寄付金事業並びに
農業振興事務運営費などの補正）

※1月・2月に提出された議案は、いずれも全員が賛成しました。
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編
集
後
記

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕

し
た
。
日
本
選
手
の
活
躍
に
、

み
ん
な
が
感
動
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
開
会
式
の
2
日
前
、

史
上
初
と
な
る
五
輪
種
目
へ
の

採
用
に
向
け
て
、
人
気
ゲ
ー
ム

「
ス
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
2
」
を
競

技
種
目
と
し
て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー

ツ
）大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
競
技
種
目
と
し
て
登

場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
の
概
念
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

�

（
Ｙ
・
Ｈ
）

3
月
24
日（
土
）13
時
〜

山
口
事
務
所

以前に参加した様子

分かりやすい内容です

3
月
の
活
動
予
定

〇�

議
会
定
例
会
3
月
会
議
（
3
月

6
日
～
9
日
）
一般
質
問
の
予
定

〇�

長
生
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式�

�

（
3
月
10
日
）

〇�

議
会
議
員
選
挙
立
候
補
者
事

前
説
明
会
（
3
月
13
日
）
役

場
3
階
会
議
室　

13
：
30
～�

（
芝
﨑
周
一・御
園
鉄
夫・党
関
係
）

〇�

心
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
実
践
勉
強
会�

�

（
3
月
15
日
）

〇�

３
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式�

�

（
3
月
16
日
）

〇�

議
会
報
告
会
（
3
月
17
日
）
文

化
会
館
ホ
ー
ル　

10
：
00
開
会

【
教
育
問
題
に
つ
い
て
】

〇�

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
」

を
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
制
定

さ
れ
た
。
今
後
は
教
育
現
場
で

の
い
じ
め
や
暴
力
を
防
止
す
る

た
め
の
教
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
案
し
、
実
施
し
た
い
。

〇�

平
和
教
育
の
一
環
と
し
て
広

島
、
長
崎
へ
小
・
中
学
生
の
派

遣
を
提
案
、
新
年
度
か
ら
中
学

生
が
実
施
す
る
が
、
今
後
は
、

小
学
生
高
学
年
の
派
遣
の
拡
充

を
求
め
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命

の
大
切
さ
を
学
ば
せ
た
い
。

〇�

３
小
学
校
運
動
会
の
熱
中
症
対

策
と
し
て
の
テ
ン
ト
設
営
や
授

業
の
一
環
で
あ
る
運
動
会
で

の
保
護
者
の
飲
酒
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
自
粛
を
訴
え
ま
し

た
。

〇�

地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
入
型
の
「
子
ど
も
の
見
守

り
」
や
青
色
回
転
灯
に
よ
る
防

犯
対
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

〇�

国
内
外
と
の
地
域
間
交
流
や
国

際
交
流
を
推
進
し
、
地
域
文
化

や
異
文
化
交
流
を
通
じ
た
社
会

教
育
を
提
案
し
ま
し
た
。

山
口
ひ
ろ
ゆ
き
の
歩
み
と
今
後
の
取
り
組
み
（
パ
ー
ト
2
）

　
い
じ
め
や
子
ど
も
へ
の
暴
力
を

防
止
す
る
た
め
の
、
様
々
な
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
を
活
用
し
た
実
践
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
、
他
人
や
自
分
自

身
が
安
心
し
て
、
自
由
な
気
持
ち

で
い
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
学

び
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
構

築
力
や
、
自
他
の
人
権
意
識
を
育

て
る
教
育
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
く
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

村
の
学
校
教
育
に
も
取
り
入

れ
、
実
践
的
な
教
育
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
月
2
日
、一
宮
学
園
に
お
い
て
、

Ｃ
Ａ
Ｐ
（Child Assault Prevention

）

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
2
回
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
（
2
月
8
日
）

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
広
域

化
に
向
け
て
、
確
定
計
数
が
国
か

ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
標
準
保

険
料
の
算
定
を
行
い
、
こ
の
算
定

結
果
を
参
考
に
各
市
町
村
に
お
い

て
実
際
に
賦
課
す
る
保
険
料
率
を

定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
長
生
村
は
保
険
料

（
税
）
が
1
万
円
～
2
万
円
減
少

す
る
団
体
と
な
る
模
様
で
す
。

激変緩和措置後の算定結果の一覧表（長生郡市）� 単位（円）

市町村名 平成28年度
保険料①

平成30年度
算定保険料②

差
②－①

増減率
（②－①）/①

単年度の
増減率（％）

茂 原 市 95,851 95,026 ▲825 ▲0.9％ ▲0.5％
一 宮 町 97,406 86,861 ▲10,545 ▲10.8％ ▲5.4％
睦 沢 町 103,137 92,900 ▲10,237 ▲9.9％ ▲5.0％
長 生 村 100,074 87,547 ▲12,527 ▲12.5％ ▲6.3％
白 子 町 101,327 90,288 ▲11,039 ▲10.9％ ▲5.5％
長 柄 町 116,676 107,777 ▲8,899 ▲7.6％ ▲3.8％
長 南 町 93,545 96,116 2,571 2.7％ 1.4％
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